
昨
年

１０
月

１４
日
か
ら
１
週
間
、
福
屋
広
島
駅
前
店
６

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
に
て
、
作
品
の
展
示
と
販
売

を
行
う
、
第
８
回
桐
美
会
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
一
般
の
お
客
様
を
含
め
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
作
品
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
福
屋
全
体
に
お
客
様
が
少
な
く
、
売
り
上
げ
は
昨

年
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
作
品
の
内

容
は
と
て
も
充
実
し
た
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
桐
美
会
展
も
回
数
を
重
ね
、
毎

年
楽
し
み
に
来
ら
れ
る
お
客
様
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
来

年
度
も
ま
た
、
同
じ
時
期
に
開
催
す
る
予
定
に
し
て
お
り

ま
す
。ク
ラ
フ
ト
作
品
や
日
用
品
の
出
品
も
大
歓
迎
で
す
。

さ
ら
に
出
品
者
を
増
や
し
て
、
充
実
し
た
展
覧
会
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
出
品
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
封

の
要
項
を
ご
覧
い
た
だ
き
、お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昨
年
８
月
10
日
か
ら
６
日
間
、
広
島

県
立
美
術
館 

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
第

３６
回
桐
美
会
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
２７
回
生
か
ら

７２
回
生
ま
で
の
美
術
部
Ｏ

Ｂ
の
作
品
合
わ
せ
て

２９
名
の
作
品
が
並
び

ま
し
た
。
絵
画
（
日
本
画
・
油
彩
・
水
彩
・

パ
ス
テ
ル
・
鉛
筆
）・
版
画
・
デ
ザ
イ
ン
・

Ｃ
Ｇ
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
写
真
・

工
芸
（
陶
芸
・
漆
芸
・
金
工
・
七
宝
・
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
）・
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
並
び
、
県
立
美

術
館
の
広
い
会
場
を
生
か
し
て
、
大
作
や

複
数
の
作
品
を
連
作
で
展
示
す
る
な
ど
、

見
応
え
の
あ
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ま
た
大
雨
の
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
度
の
「
第

３７
回 

桐
美
会
展
」
は
８

月
９
日
（
火
）
～

１４
日
（
日
）
広
島
県
立
美
術
館
に

て
開
催
の
予
定
で
す
。
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
以
外
の
作

品
の
出
品
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
出

品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第

４５
回
美
術
部
Ｏ
Ｂ
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
等
の
た
め
、
大
変
残
念
で
す

が
３
年
連
続
で
の
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
８

月
の
お
盆
の
時
期
に
、
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル
に
て

予
定
を
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
状
況
を
見
つ
つ
、
次
回
６
月
の
通
信
に
て
ご
案

内
を
い
た
し
ま
す
。
美
術
部
Ｏ
Ｂ
会
に
は
例
年

６０
名

ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、現
在
の
活
動
を
報
告
し
た
り
、

同
級
生
や
他
学
年
と
も
親
し
く
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
大
切
な
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ま
た
開
催
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

桐
美
会
通
信
２０２2 年

2 月号

第
３6
回
桐
美
会
展

桐
美
会
会
員
の
皆
様
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
る
ま
ん
延
防
止
措
置
が
続
い
た
た
め
、
基
町
高
校

卒
業
作
品
展
の
開
催
内
容
が
変
更
と
な
り
、
発
行
が
１
カ
月

遅
く
な
り
ま
し
た
。
桐
美
会
通
信
は
今
年
も
桐
美
会
を
も
っ

と
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
会
員
の
皆
様
の
情
報
を
た
く
さ

ん
掲
載
し
て
発
行
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

第
８
回
基
町
高
校
美
術
部
Ｏ
Ｂ
桐
美
会
展

　
　（
福
屋
広
島
駅
前
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
）

木下 泰嘉（27 回生／版画）
橋本 一貫（29 回生／絵画）
加藤 由紀（31 回生／絵画）
富成 賀代（50 回生／ブローチ）
福本 弥生（53 回生／絵画）
山中 洋明（53 回生／彫刻）
壹貫田 茜（54 回生／イラスト
　・グラフィック／ akaneiroworks）

◆ 2021 年ギャラリークリエイト出品者（１3 名）◆ 2021 年ギャラリークリエイト出品者（１3 名）

梶川 真由（54 回生／ガラスアクセサリー
　・金属アクセサリー・シルクスクリーン
　／ anone-na-ni）
川本真理子（55 回生／布小物）
折出 智世（56 回生／イラスト・陶芸
　／おりでちせ）
奥田 悠歩（61 回生／絵画）
林 ももこ（61 回生／銀器／金工房）
德永 明恵（65 回生／版画／ akie）

◆ 2021 年　第 36 回桐美会展 出品者（29 名）　◆ 2021 年　第 36 回桐美会展 出品者（29 名）　

木下 泰嘉（27 回生／木版画）
高山 博子（28 回生／スケッチ）
橋本 一貫（29 回生／油彩）
上川 英紀（42 回生／ミクストメディア）
重本 優紀（53 回生／パステル）
福本 弥生（53 回生／油彩）
奥田 悠歩（61 回生／油彩）

齋藤 未来（61 回生／七宝・金工
　　　　　　　　　・ステンドグラス）
梶谷 昇平（62 回生／絵画）
三好 秀明（62 回生／木口木版）
古川 千夏（63 回生／七宝）
北岡 京子（64 回生／陶芸）
小田 日奈（64 回生／テンペラ）
富田  葵天 （64 回生／絵画）

的場 千絵（65 回生／油彩）
八澤 季実（65 回生／木版画）
岡本実佳枝（66 回生／絵画（混合技法））
竹重 美里（66 回生／日本画）
山口 達典（66 回生／油彩）
竹本　茜   （67 回生／絵画）
門前 佑奈（67 回生／漆芸）
河﨑 海斗（70 回生／金属造形） 

桐
美
会
展
の
作
品
は
橋
本
先
生
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

橋
本
先
生
Ｈ
Ｐ
：https://ha-ikkan.com

　

前田 葉月（70 回生／油彩）
三坂日奈子（70 回生／絵画）
小野 美晴（71 回生／油彩・水彩）
江口 朋花（71 回生／ジュエリー）
岸 まりも（71 回生／鉛筆画）
堀部 美有（71 回生／水彩）
横山 栞央（72 回生／グラフィックデザイン）

DM デザイン
椋田サラ（71 回生 )



卒
業
生
に
よ
る
講
座

被
爆
体
験
証
言
者
の
証
言
を
絵
に
す
る

「
原
爆
の
絵
」
の
活
動
は

１５
年
目
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
に
描
い
た
原
爆
の
絵
は
昨
年
完
成

し
た

２３
点
を
含
め
て
１
９
０
点
と
な
り
ま

し
た
。
う
ち
、
資
料
館
か
ら
の
依
頼
分
は

１
７
１
点
、
資
料
館
以
外
の
個
人
の
方
か
ら

の
依
頼
に
応
え
て
描
い
た
絵
や
絵
本
、
紙
芝

居
が
1 ９
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
な
が
ら
、
昨
年

7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
広
島
平
和
記

念
資
料
館
主
催
に
よ
る
原
爆
展
が
東
京
・
埼

玉
の
2
会
場
で
開
催
さ
れ
、
高
校
生
が
描

い
た
原
爆
の
絵
も
数
点
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
年
東
京
で
開
催
さ
れ
る
黒
い
雨
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
原
爆
の
絵
の
パ
ネ
ル
展

を
は
じ
め
と
し
て
、
平
和
記
念
資
料
館
や
基

町
高
校
が
貸
し
出
す
写
真
パ
ネ
ル
を
使
用
し

た
展
示
会
は
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
１
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本

部
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
た
原
爆
展
で
は
9
点

の
原
爆
の
絵
が
画
像
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

次
世
代
と
描
く
原
爆
の
絵

　

美
術
部
で
は
、
美
術
の
幅
広
い
分
野
に

つ
い
て
知
る
た
め
、
卒
業
生
に
お
願
い
し

て
様
々
な
講
座
を
開
い
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
自
身
の
専
門
分
野
や
、
美
術
に
関

わ
る
お
仕
事
の
話
を
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
制
作
の
実
演
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た

り
と
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
将
来
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
と
て
も
良
い

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
に
実
施
が
難
し
い

場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を

使
っ
て
の
実
施
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
後
輩
た
ち
に

お
話
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

創
造
表
現
コ
ー
ス
と
美
術
部
の
活
動

◆
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
講
習
会

ま
た
、
毎
年
8
月
に
行
わ
れ
て
い
る

「
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
in
ヒ
ロ
シ
マ
」
な

ど
の
平
和
関
連
行
事
は
、
無
観
客
で
あ
っ

た
り
開
催
が
難
し
か
っ
た
り
と
、
回
数
が

少
な
く
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
参
加
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。な

お
、
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
関
係
で
、
予
定
さ
れ
て
い
た
交
流
会
の

多
く
が
中
止
、
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
京
都
市
立
西
京
高
校
の
生
徒
さ

ん
や
広
島
女
学
院
高
校
の
生
徒
さ
ん
、
国

際
赤
十
字
委
員
会
の
方
な
ど
と
の
交
流
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
直
接

お
会
い
で
き
な
い
場
合
に
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を

使
っ
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
も
行
い

ま
し
た
。

こ
の
夏
の
原
爆
の
絵
に
関
わ
る
講
演
会

で
も
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
石
田
菜
々
子
さ
ん
（
69

回
生
）
に
は
大
坂
で
行
わ
れ
た
原
爆
の
絵

パ
ネ
ル
展
で
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、

岸
ま
り
も
さ
ん
、
堀
部
美
有
さ
ん
（
71
回

◆
進
路
研
究
セ
ミ
ナ
ー

　
（
講
演
・
電
動
ろ
く
ろ
実
演
）

　
　

吉
野
瞬
（

５５
回
生
）
陶
芸
家

　
　

1 ２
月

２２
日(

水)

実
施

　
　

生
徒
約
１
０
０
名
参
加

ピースアクション in 広島（8 月 / 国際会議場） 原爆の絵初顔合わせ（10 月）

生
）
に
は
東
広
島
市
慰
霊
祭
へ
の
出
席

と
原
爆
の
絵
の
展
示
、
山
土
莉
奈
さ

ん
（

７０
回
生
）
に
は
原
水
禁
世
界
大
会

で
の
講
演
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
一
ノ
間

照
美
さ
ん
・
宇
都
宮
未
来
さ
ん
（

６７
回

生
）
に
は
千
葉
県
松
戸
市
で
の
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
ノ

間
さ
ん
に
は
「
教
育
思
想
史
コ
ロ
キ
ウ

ム　

伝
達
と
創
造
―
「
原
爆
の
絵
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
想
起
と
想
像
を

考
え
る
」
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。昨

年
も
、
原
爆
の
絵
の
制
作
で
お
世

話
に
な
っ
た
証
言
者
さ
ん
が
何
名
も
亡

く
な
ら
れ
る
な
ど
、
体
験
を
語
る
こ
と

の
で
き
る
方
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
中
、
原
爆
の
絵
を

描
い
た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
証
言
者
さ
ん
の
体
験
を
受
け
継

い
で
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
事

だ
と
感
じ
ま
す
。
基
町
高
校
創
造
表
現

コ
ー
ス
・
美
術
部
は
今
後
も
美
術
を
通

し
た
平
和
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

https://www.sozohyogen.jp/
abombdrawings

卒
業
作
品
展
（
３
年
生
）

修
了
作
品
展
（
１
・
２
年
生
） 

の
ご
案
内

　

基
町
高
校
で
は
本
年
も
１
月
に
「
第
２１
回 

創

造
表
現
コ
ー
ス
・
美
術
部
卒
業
作
品
展
」
を
本
校

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
会
期
が
３
月
中
旬
に
延
期
、
ま
た
本

校
生
徒
と
保
護
者
以
外
の
来
場
は
残
念
な
が
ら
お

断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
一
般
公
開

は
行
わ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
作
品
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
動
画
、
作
品
取
材
記
事
等
は
基
町

高
校
Ｈ
Ｐ
内
の
創
表
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
の
特
設
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
３
月
末
に
行
う
１
・
２
年
生
に
よ
る

修
了
作
品
展
も
、
同
じ
く
本
校
生
徒
と
保
護
者

限
定
公
開
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
も
基

横
山
栞
央

（
７２
回
生
）

東
京
造
形
大
学

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
専
攻

１
年

８
月
４
日(
水)

　

実
施

生
徒
約

１０
名

　

参
加 

町
高
校
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

動
画
等
の
配
信
も
行
う
予

定
で
す
。

広島平和文化センター主催
　「ヒロシマ・ナガサキ原爆・平和展」
　（7 月 / 飯能市立博物館（埼玉））

「原爆と人間展」講演（7 月 / 仙台）

京都市立西京高校交流会（10 月）

赤十字国際委員会（ICRC）駐日代表
　レジスサビオ氏との交流会（8 月）

神奈川県藤沢市立長後中学校 ZOOM 交流（9 月）

卒業作品展特設ＷＥＢページ
https://www.sozohyogen.jp/news/
sotuten2021

修了作品展特設ＷＥＢページ
https://www.sozohyogen.jp/archives/11667

※ 3 月 19 日より公開します

基町高校ＨＰ 創表 NEWS
「原爆の絵の取組み」では

原爆の絵に関わる様々な
活動や生徒による原爆の
絵の解説動画も公開して
います

い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
支

援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



　　

広島市高大連携芸術専門講座
　「広島市立大学芸術学部 日本画講座」

行
事
・
ク
ラ
ブ
・
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

7・9 月　中学生対象美術講座
毎年 8 月に中学生の皆さんを対象に 1 ～ 3 日
間の美術体験をしていただく講座です。今年
は新型コロナ感染拡大のため、昨年に引き続
きデッサン講座のみの開催となりました。

★
創
造
表
現
コ
ー
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
創
表

N
E
W
S
」
に
て
、
創
造
表
現
コ
ー
ス
の
日
々
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

創
造
表
現
コ
ー
ス 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　
　
　

https://w
w

w
.sozohyogen.jp

10 月　白島小学校 6 年生陶芸教室
生徒たちはマスクにフェイスシールドをつけての
指導となりましたが、皆さん楽しく制作していた
だき、素敵な作品が出来上がりました。

編
集
後
記

い
つ
も
桐
美
会
の
活
動
に
ご
理
解
・

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
基
町
高
校
の
美
術
部
及
び
創

造
表
現
コ
ー
ス
が
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
Ｏ
Ｂ
の
方
の
支
援
と
協
力
が
重
要

な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
皆
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
生

徒
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
可
能

な
範
囲
で
学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
り
、

生
徒
に
色
々
な
話
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、個
展
・

グ
ル
ー
プ
展
な
ど
を
さ
れ
る
際
に
は
Ｄ

Ｍ
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
お
送
り
く
だ
さ

い
。桐

美
会
通
信
の
次
回
の
発
行
は
５

月
中
旬
～
６
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

５
月
初
め
ま
で
に
情
報
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
掲
載
が
可
能
で
す
。
展

覧
会
案
内
や
就
職
情
報
、
各
種
宣
伝
な

ど
、
広
く
会
員
の
皆
様
に
知
ら
せ
た
い

事
項
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
会
員
の
方
に
迷
惑
が
及
ぶ
恐

れ
の
あ
る
情
報
に
つ
い
て
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。
チ
ラ
シ
な
ど
の
挿
入
も
引
き

受
け
ま
す
が
、
Ｂ４
ま
で
と
し
、
郵
送
料

の
追
加
分
は
実
費
で
い
た
だ
き
ま
す
。

（
ち
な
み
に
Ｂ４
１
枚
の
追
加
で
会
員
約

４
７
０
名
（
現
在
）
分
で
４
７
０
０
円

程
度
か
か
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

桐
美
会
通
信
は
今
後
と
も
内
容
を

充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
会
員

の
皆
様
よ
り
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
展
覧
会
の
案
内
や
宣

伝
な
ど
も
掲
載
い
た
し
ま
す
。
情
報
提

供
先
は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

基
町
高
校
美
術
部
Ｏ
Ｂ
会
事
務
係

　

  

橋
本 

一
貫
（

２９
回
生
）

因
幡　

 

誠
（

３３
回
生
）

上
川 

英
紀
（

４２
回
生
）

福
本 

弥
生
（

５３
回
生
）

奥
田 

悠
歩
（

６１
回
生
）

プロフェッショナル人材活用事業「木彫講座」
　講師 秋山隆先生（彫刻家）

広島市立幼稚園横断幕・のぼり旗用イラスト制作
　川畠芽衣（2 年）＜広島グッドチャレンジ賞 受賞＞

平和のアニメーション制作
アニメーション作家山村浩二先生が指導に来られまし
た。平和のアニメーションは現在制作中です。３月に
広島国際平和文化祭主催「中・高校生のアニメーショ
ン」にて発表予定です。（広島市 YouTube 公式チャン
ネルにて公開予定）

「第１回マンガ・イラストコンテスト 2021」
（ヒューマンアカデミー・ヒューマンキャンパス高等学校主催）
マンガ部門＜高校生の部 大賞・河本ほむら＆武野光賞＞
　岡田莉紗（3 年）

美術部ＧＷコンクール（5 月）
 ＜最優秀賞＞サンガー梨里（２年）絵本

第 11 回高校生絵のまち尾道四季展 2021
＜尾道賞＞右近叶恵（1 年）

美術部夏休みコンクール （8 月）
＜最優秀賞＞佐田朱音 （3 年）

美術部スケッチコンクール（10 月）
 ＜最優秀賞＞小澤凛（２年）

12 月　第 26 回天皇盃 全国男子ひろしま駅伝入賞
　　　　トロフィーの制作

校
内
コ
ン
ク
ー
ル

コロナ禍のためスケッチ研修が中止、部活動時間が短縮されるなど、学校での制作活動が制限される中、自
宅での制作を充実させるため、美術科や美術部役員が企画し、校内コンクールを行いました。自宅での時間
を使って、普段の課題とは違う、自分なりの表現を目指した作品が多く見られました。自分自身を見つめ、
将来やりたいことを早めに考えていくためにも、良い機会となっています。

〒
７
３
０
‐
０
０
０
５

　

広
島
市
中
区
西
白
島
町

２５
‐
１

　
　

広
島
市
立
基
町
高
等
学
校 

美
術
科

℡　

０
８
２
‐
２
２
１
‐
１
５
１
０

E-m
ail

：toubikai@
gm

ail.com



会
員
の
ペ
ー
ジ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
活
動

を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

※
展
覧
会
案
内
の
表
記
は
、
展
覧
会
名
・
会
期
・
開
館

　

時
間
・
会
場
・
出
品
者
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２０２2 年
2 月号

桐
美
会
通
信
の
発
行
は
５
月
～
６
月
と

１２
月
～
１
月
上
旬
の
年
に
２

回
と
な
り
ま
す
が
、
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
な
ど
の
案
内
や
、
各
種
コ
ン

ク
ー
ル
で
の
入
賞
な
ど
、
活
躍
状
況
を
ど
し
ど
し
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
力
で
、
桐
美
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

桐
美
親
会
（
と
う
び
し
ん
か
い
）
は
、
基
町
高
校
創
造
表

現
コ
ー
ス
・
美
術
部
の
生
徒
が
卒
業
後
も
さ
ら
に
能
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
間
で
の
情
報
交
換
を
通
し
て
活
動

を
応
援
し
よ
う
と
い
う
会
で
、
２
０
１
５
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
、
不
定
期
で
展
覧
会
等
の
案
内
を
メ
ー
ル
配
信
、

Facebook

投
稿
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
メ
ー
ル
で
情
報
交
換
を

送
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
で
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は

左
記
の

１５
期
生
保
護
者
の
大
隅
秀
子
さ
ん
ま
で
ご
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
自
身
が
情
報
を
投
稿
す
れ
ば
自
動
的
に

facebook

とTw
itter

に
も
投
稿
で
き
る
ブ
ロ
グ
（http://

creative.dream
log.jp/

）
も
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
積
極
的
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

桐
美
親
会
に
つ
い
て

第
１
０
８
回
光
風
会
展
（
絵
画
・
工
芸
）

４
月

２０
日
（
水
）
～
５
月
２
日
（
月
）

　

午
前

１０
時
～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

国
立
新
美
術
館
（
東
京
都
港
区
六
本
木
）

　
　

高
山 

博
子
（

２８
回
生
）・
橋
本 

一
貫
（

２９
回
生
）

　
　

加
藤 

由
紀
（

３１
回
生
）・
松
上 

恵
美
（

３５
回
生
）

　
　

福
本 

弥
生
（

５３
回
生
・
コ
ー
ス
１
期
生
）

　
　
　

ほ
か
Ｏ
Ｂ
数
名
一
般
出
品
予
定

＊東京での本展に加え、広島・
名古屋・京都に巡回する公募展
です。搬入日時は 4 月 8・９日
です。 出品を希望する方は橋本
までご連絡ください。
絵画は F100 号まで。工芸は
平面・立体共に幅 150cm 以内、
重量 50kg 以内。1 人 2 点まで。
出品料 10,000 円（学生は半額）

Facebook

ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.facebook.com

/toubishinkai/

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
大
隅
様
へ
の
連
絡
先
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
は
削
除
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
場
合
は

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
松
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
・
ア
ニ
ュ
ア
ル vol.10

　

こ
こ
に
境
界
線
は
な
い
。
／
？

　

２
月

１１
日
（
金
曜
日
・
祝
日
）

　
　

～
３
月

２１
日
（
月
曜
日
・
祝
日
）

　

高
松
市
立
美
術
館
（
香
川
県
高
松
市
紺
屋
町
１-

４
）　

　

久
保 

寛
子

　
（

５６
回
生

　

・
コ
ー
ス

　
　

４
期
生
）

「
ど
こ
か
で
？
ゲ
ン
ビ
」
第
２
弾

　
（
広
島
市
現
代
美
術
館
企
画
展
）

　

久
保
寛
子
「
ヒ
ト
新
世
－Anthropocene

－
」　

　

１
月

２１
日
（
金
）
～
４
月

２１
日
（
木
）

　

ヱ
ビ
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
（
広
島
市
中
区
中
町
８-

８
）

　

※
会
期
中
無
休

　
　

観
覧
無
料

　

久
保 

寛
子
（

５６
回
生

　
　

・
コ
ー
ス
４
期
生
）

お
知
ら
せ

原
爆
の
絵
原
画
展
（
東
京
）
開
催
に
つ
い
て

基
町
高
校
の
「
次
世
代
と
描
く
原
爆
の
絵
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
取
材
た
『
平
和
の
バ
ト
ン 

広
島
の
高
校
生
た
ち
が
描
い

た
８
月
６
日
の
記
憶
』(

く
も
ん
出
版)

の
著
者
弓
狩
匡
純

氏 (

作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト)

が
、《
被
爆

８０
年
》
に
あ

た
る
２
０
２
５
年
夏
に
、
芸
術
文
化
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
東

京
に
お
い
て
大
規
模
な
原
画
展
を
開
催
し
よ
う
と
発
案
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
だ
発
案
段
階
で
あ
り
、
実
現
が

可
能
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
弓
狩
氏
に

よ
れ
ば
、
本
展
覧
会
は
原
爆
の
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ

た
卒
業
生
た
ち
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会(

非
営
利
団
体)

が
企
画
・
運
営
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
で
、
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
次
第
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
展
覧
会
場
の
選
定
を

始
め
予
算
策
定
、
関
連
各
位
と
の
交
渉
を
開
始
し
、
こ
の
春

か
ら
本
格
的
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
の
こ
と
で

す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
美
術
科
橋
本
か
福
本
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ぺ
ら
ぺ
ら
の
彫
刻

　
（
武
蔵
野
美
術
大
学

　
　

出
版
局
）

 　

戸
田 

裕
介
（

３２
回
生
）

　
　

編
・
共
著

　

２
０
２
１
年

　
　

１１
月

３０
日
発
行

書
籍
の
紹
介

活
動
紹
介

壹
貫
田 

茜
（
５4
回
生
・
コ
ー
ス
２
期
生
）

　

広
島
市
安
佐
北
区
可
部
に
て
、
ア
ー
ト
と
手
仕
事
雑
貨

の
店
「
ア
ン
ダ
ン
テ
」
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
作
品
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
・
イ
ベ
ン
ト

開
催
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
貸
出
し
な
ど
、

ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
で
、歩
く
速
さ
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

午
前

１０
時
～
午
後
５
時
（
水
曜
他
定
休
、
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
２-

２
０
５-

８
２
４
２

FB/IG  

：@
andante.kabe

Ｈ
Ｐ　

：https://andante-kabe.tum
blr.com

/

春
の
ブ
ロ
ー
チ
ま
つ
り
２
０
２
２

　

３
月

２４
日
～
４
月
５
日

　
　
（
水
曜
定
休
）

全
国
か
ら
手
仕
事
の
個
性
豊
か
な
作

品
が
集
ま
り
ま
す
。
通
販
対
応
可
。

メ
ー
ル
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
紹
介

吉
野 

瞬　
（

５５
回
生
・
コ
ー
ス
３
期
生
／
陶
芸
家
）

　

基
町
高
校
卒
業
後
、
佐
久
間
藤
太
郎
窯 

四
代
目 

佐
久
間

藤
也
氏
に
師
事
、
８
年
間
の
修
業
の
後
、
広
島
県
尾
道
市
因

島
に
工
房
を
構
え
独
立
。
９
年
間
の
作
家
活
動
を
経
て
、
現

在
広
島
市
西
区
南
観
音
で
制
作
中
で
す
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
を
手
掛
け
た
り
、
陶
器
作
品
で
代

表
的
な
ス
ト
ラ
イ
プ
の
柄
を
革
バ
ッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
取

り
入
れ
て
、「
島
縞
」
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
り
と
、
活

動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
個
展
・
グ
ル
ー
プ
展
多
数
。

H
P:https://w

w
w

.shunyoshinopotteryw
orks.com

/

　
（「
吉
野
瞬
」
で
検
索
）

作
品
取
扱
店

・Zalife

【
陶
器
・
島
縞
】

　
　

広
島
市
中
区
袋
町

・
陶
器
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

陶
庫
【
島
縞
】

　
　

栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町

・YAM
AN

EKO
 M

ILL

【
陶
器
】

　
　

尾
道
市
東
御
所
町

・TH
E CLO

ISTER

【
陶
器
・
島
縞
】

　
　

ミ
ラ
ノ

・SH
U

N
 YO

SH
IN

O
 PRO

D
U

CTS

　
　
【
陶
器
・
島
縞
】
広
島
三
越 

　
　

６
Ｆ 

カ
ス
リ
ラ
内

・SAKKA ZAKKA

【
陶
器
・
島
縞
】

広
島
市
佐
伯
区
石
内
東
・
島
縞 W

EB STO
RE

【
島
縞
】　

　

https://w
w

w
.sim

asim
a.store/

　

andante.kabe@
gm

ail.com
シ
ャ
レ
オ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

３
月

１６
・

１７
日
（
水
・
木
）

　

シ
ャ
レ
オ
中
央
広
場

　

※
緊
急
事
態
宣
言
等
の
場
合
は
開
催

　
　

延
期
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

壹
貫
田 

茜
（
５4
回
生
・
コ
ー
ス
２
期
生
）

　

andante

出
店
・

　

メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当

第
６８
回　

日
本
伝
統
工
芸
展

　

２
月

１６
日
（
水
）
～
３
月
６
日
（
日
）　

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防
止
に
よ
り
３
月
６
日
ま
で

　
　

臨
時
休
館
と
な
り
、
開
催
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

  　
　

広
島
県
立
美
術
館

　

※
全
国
巡
回
展
は
終
了
し
、
広
島
会
場
が
最
後
に
な
り
ま
す　

　
　

新
谷 

仁
美
（

５７
回
生
・
コ
ー
ス
５
期
生
）　

　
　
　
　

朝
日
新
聞
社
賞

中央上の作品が新谷さんの作品
「乾漆銀平文はちす箱」


